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風力発電対応型コンバータ電源の開発 
 

 

１．目的 

再生可能エネルギーの普及拡大が見込まれる近年

において風力発電エネルギーもその一手法となって

いる．対象企業は風力発電事業を行っており，現在

のところ海外メーカからの購入販売を行っているが，

これらの風力発電システムと自社開発の蓄電システ

ムとの連携を行うために必要な風力発電対応型コン

バータの開発を行う． 

２．方法 

本開発品のターゲットとする市場を調査し発電機

側入力の仕様と出力側の仕様を検討した．風力発電

は発電エネルギーの変動が大きいため発電エネルギ

ーをそのままの状態で直接使用することは困難であ

ると判断し，リチウムイオン電池を用いることで末

端負荷への電力の安定供給を可能とすることとした．

本開発品の負荷側はリチウムイオン電池とする方向

で検討し，これらの仕様により発電側からの雷サー

ジなどの外来ノイズが蓄電池へ侵入するのを防ぐた

め，本開発品は昨年度工業技術センターで開発した

高周波絶縁型方式を採用した． 

小型風力発電においても三相交流での発電である

が，機器の小型化かつコストパフォーマンスを考慮

して主回路構成は三相全波整流にて直流変換しさら

に直流-直流変換を行うコンバータ電源を開発した．

風力発電は連続して発電することが困難であり，ま

た低風速域では極めて発電電力が少ないために電力

の取出しが難しい．そのため全波整流後において風

車エネルギーをいったん電気二重層キャパシタにた

めた後，一定量以上の電荷蓄積を行ってからリチウ

ムイオンへの充電を行うトリクル動作方式とした． 

主回路構成を図１に示す．位相シフト制御は並列

仕様とし，電流矩形波絶縁型を狙うことで素子の利

用率を向上させる．シフト信号は固定とし，出力フ

ィードバック制御は前段のチョッパ回路で行う構成

としている．図３に位相シフトの各部波形を示す． 

３．結果 

本開発の試作実験を行ったところシミュレーショ

ンと同特性を得ることができた．高周波トランス 2

次側電流も矩形波出力となり，ダイオード全波整流

回路および高周波トランスでの発熱はほとんど確認

できないため大きな効果があったと考える．本開発

において位相シフト制御を用いた絶縁型制御方式と

その制御技術を確立した成果は非常に大きい．本結

果によりこれまで容量UPが困難とされていた絶縁方

式での対応が可能となり，かつ小型化が実現できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．主回路構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．位相シフト信号作成ブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．高周波絶縁部シミュレーション波形 
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